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ボートを漕いでいてよかった、と思った 2つの大会のうちのひとつです。もうひとつは

今年のインカレです。今までは、例えば 1年生だった時の全日本新人で準決勝に行った時

は「先輩が、わたしと乗ったせいで敗復落ちした、なんてことにならなくてよかった」と

思いましたし、茨戸の大会は全て「高校生に負けなくてよかった」「北大の同期に勝ててよ

かった」「負けたからもっと強くならなきゃ」「タイム更新出来てよかった」「目標は達成出

来たからよかった」などなど、勝敗や記録に関することだけ考えました。ボートを漕いで

いてよかったと思うようになったのは、きっと独りではないと分かったからだと思います。

部員とあまり仲良くせず、ただ勝つため・記録を出すために漕いでいただけの怖いわたし

をやめて、少しずつみんなと仲良くなって、みんなの喜ぶ顔を見るために漕ぐようになっ

たからだと思います。って、こんなこと、書いていいんでしょうか。 

だから、まずは出場制限のあったこの大会に出られたことが嬉しいです。出場資格を獲得

したとき、みんな喜んでくれましたから。結果は敗復落ちと、寂しいものでしたが。全日

本の舞台は決して遠くはないということを、後輩たちに示せていたら嬉しいです。めげそ

うな時にずっとそばで支えてくれた部員のみんな、ありがとうございました。前日には同

期 2人が応援メッセージを送ってくれましたし、茨戸にいる部員たちも応援してくれてい

ました。大会を終えて帰ってきたときも笑顔で「おかえりなさい！」と出迎えてくれて、

本当に嬉しかったです。そして、いつも様々な形で応援してくださっている OB・OG の

皆様、戸田での大会のたびにわざわざお越しいただき、「俺達がついてるぞ！」と励まして

くださったキラーホエールの皆様、本当にありがとうございました。泣きそうになるくら

い心強く、「戸田はホームだ！」と思えるようになりました。実際艇庫に帰って少し泣きま

した。言葉にならないくらいたくさんの勇気をもらいました。 

最近は色んな所でお礼しか言っていない気がします。でも、お礼しか言えないのです。 

だからこそ、結果を出せなかったことが本当に悔しいです。全日本はやっぱり速かったで

す。全力で挑みましたが、パワーに明らかな差がありました。意識にも差がありました。

全日本で渡り歩くためには、まだ一歩大きく前進する必要があると感じました。まだ漕ぎ

続けたいと思いました。日本のトップクラスの人たちを観察し、様々な人と話して、多く

のことを学びました。それらのことを後輩たちに伝えて、自分でも体現したいと思いまし

た。 

だからわたしは国体が終わって、社会人になっても漕ぎ続けます。OG として小樽商大ボ

ート部に貢献しつつ、時に後輩たちの目標となるべく敵対したいと思います。道新 RC さ

んがその挑戦を受け入れてくれるそうなので、仕事と両立しながら、全力を尽くしたいで

す。 

そのために、ぎっくり腰になってしまったのでそれを治して、万全の状態で国体に挑みま

す。 
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茨戸新人＆道シェル号 

レースを振り返って 

MX1 1年目 江口
え ぐ ち

 大樹
だ い き

 

９月に行われた茨戸新人大会ではシングルで出場しました。まだシングルの乗艇期間

が少なく、思うよう漕ぐことができない中でのレースでしたが、得るものが大きいレー

スでした。レース後に自分のどこが悪かったのかを分析し、翌日からの練習でそれを一

つ一つ潰していくことが重要です。悪い部分を修正することで艇速が上がる実感がある

ので、これを繰り返し技術面を高めていきたいです。 

-  -  -  -  -  -  -  -  -  -  -  -  -  -  -  -  -  -  -  -  -  -  -  -  -  -  -  -  -  -   

WX1 1年目 阿達
あ だ ち

 あゆみ 

私は今回初めてシングルで大会に出てたくさん学ぶことがありました。 

今までは何人かで漕いでいたため茨戸でボートを漕ぐことを大雑把にしていました。シ

ングルに乗り始めてひとりで漕ぐことにより気にすることが増えて、全身のセンサーが

少しだけ敏感になったと思います。特にこれからも気をつけたいのは航行ルールです。

ついぼーっとしていた、というのは通用しないので疲れていてもそこはしっかりと気を

引き締めて練習していきたいです。シングルはひとりで寂しいですが、自分の好きなよ

うにのびのび練習できるところは、マイペースな私に合ってる気がします。風もなく水

面が穏やかな天気のいい日に、オールを擦ることなくすーっと艇を滑らせることができ

た時はとても興奮します。まだそれは何十本に一本くらいしか決めることができないの

で、これからはそれが普通にできるように練習していきたいです。 

大会ではエッセン、アップの時間を決める所からレースまでひとりでやったので、とて

も緊張しましたし不安がたくさんありました。それでも、多くの方が支えてくれたので

無事 1000m を漕ぎ切る事ができました。ありがとうございます。レース自体はまだま

だ未熟なので、これからの練習で成長していきたいです。 
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今回の道シェルはシングルの棄権が多く、六人で争う形になりました。予選は全体 2

位で通過しましたが、目標だった 3:50切りには届かなかったです。決勝では予選で勝っ

ていた相手にも負けてしまい、3 位でした。練習で出来た良い漕ぎができなかったのに

は練習不足を感じました。大会を通しての課題はスタミナの強化です。トップスピード

は他の船と差は感じなかったのですが、500m を過ぎた辺りから徐々に離され、スパー

トで完全に離されてしまいました。今回のレースは 1000mですが本番は 2000mなので、

とにかく 2000m を漕ぎきれる体力を付けなければいけないので、冬で改善していきた

いです。トップスピードに関しても他と差はないとはいえ、まだまだ遅いのでスタミナ

と並行して伸ばしていけたらいいなと思います。自分に残された大会はあと少ししかな

いので後悔しないようにしっかりと準備をして、結果を出していきたいです。 

-  -  -  -  -  -  -  -  -  -  -  -  -  -  -  -  -  -  -  -  -  -  -  -  -  -  -  -  -  -   

「久々のクルーボート」                    ２年目 森
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9/20,21 日に茨戸川にて北海道ボート選手権大会が行われ、僕は舵手つきフォアのバ

ウとして出場しました。5 人中 3 人が一年生であり、またこのクルーでの乗艇練習が１

週間も出来ていなかったなど、いくぶん不安がありましたが、結果、目標タイムを切り、

さらに 2日目では１日目より記録を更新することが出来ました。 

 長い間シングルに乗っていたため、クルーボートはとても楽しかったです。また、目

標やスケジュールを立てて共有する、乗艇以外でのクルーとしての仕事もやりがいがあ

りました。このまま、皆で力を合わせて頑張りたいです。 

 

 

THE KILLER WHALE TIMES 

レーン クルー 500m 1,000m 1,500m 2,000m 順位 備考
1 杉原　（今治造船） 02'00"93 04'12"14 06'25"12 08'39"08 2
2 中川　（仙台大学） 01'58"21 04'05"52 06'16"45 08'25"72 1
3 山野　（和歌山RC） 02'06"29 04'20"31 06'35"86 08'51"75 3
4 瀬尾　（小樽商科大学） 02'08"25 04'24"42 06'45"50 09'04"69 4 予選27位
5 豊岡　（唐橋RC） 02'11"05 04'32"60 06'59"15 09'26"55 5

レーン クルー 500m 1,000m 1,500m 2,000m 順位 備考
1 瀬尾　（小樽商科大学） 02'06"14 04'20"75 06'35"94 08'50"03 4 敗復19位
2 諸井　（一橋大学） 02'01"46 04'09"33 06'21"56 08'33"21 2
3 松本　（立教大学） 02'00"49 04'07"57 06'16"40 08'22"43 1
4 呉人　（北海道大学） 02'02"80 04'15"70 06'32"54 08'47"13 3
5 池山　（東京外国語大学） 02'05"79 04'20"98 06'39"00 08'55"86 5

クルー 1 ,000m 順位

江口大樹（1） 04 '31"03

大塚伸也（1） 04 '10"16

森弘樹（2） 04 '16"66

江口大樹（1） 04 '32"69 全体7位

大塚伸也（1） 04 '17"15 準優勝

森弘樹（2） 04 '17"23 全体4位

予選

順位
決定

MX1トライアル
レーン クルー 1,000m 順位
2 鳴尾　（北大医） 4'14"07
3 安生　（小樽商大） 3'56"47 全体２位
4 村岡　（道新RC） 棄権

MX1準決勝
レーン クルー 1,000m 順位
2 宗澤　（東京農大） 4'23"80 2
3 安生　（小樽商大） 4'16"10 1
4 中川　（道新RC） 5'00"44 3

決勝
レーン クルー 1,000m 順位
1 宗澤　（東京農大） 3'57"76 2
2 茶家　（北大） 3'49"29 1
3 安生　（小樽商大） 3'58"26 3
4 鳴尾　（北大医） 4'13"70 4

WX1トライアル
レーン クルー 1,000m 順位
2 阿達　（小樽商大） 5'09"31
3 呉人　（北大） 4'23"92
4 鈴木　（少年北海道選抜） 棄権

WX1決勝
レーン クルー 1,000m 順位
2 鈴木　（少年北海道選抜） 4'25"79 2
3 呉人　（北大） 4'15"62 1
4 阿達　（小樽商大） 4'57"61 3

M4+,M4X+トライアル
レーン クルー 1,000m 順位

2 北海道大学 3'30"36
3 小樽商科大学 3'57"43
4 函館水産高校 3'36"85

M4+,M4X+決勝
レーン クルー 1,000m 順位
2 函館水産高校 3'30"57 1
3 北海道大学 3'28"48 1
4 小樽商科大学 3'52"33 2


